
葛飾区スタジアム構想事業検討委員会

P A R T  0 1  ｜ 取組の全体像

1

「アンケート」及び「地域住民の対話の場」の実施について

基本的な考え方
・「アンケート」及び「地域住民の対話の場」は、それぞれ異なる手法により、「スタジアム構想」に関する意見や、その背景にある考え方を把握する取組である。

・両取組を相互補完的に実施し、得られた意見を葛飾区スタジアム構想事業検討委員会における検討に活用する。

アンケート及び地域住民の対話の場における主な内容の比較

項目 アンケート 地域住民の対話の場

実施手法 • WEB（LoGoフォーム） • ファシリテーターを交えた対話形式

対象 • 居住地を問わず幅広い方 • 推薦参加者及び一般公募参加者

主な目的
• スタジアムに対する意見の全体的な
傾向を把握する

• 意見の背景にある考え方や理由を深
掘りできる

特徴
• WEBでの実施のため、幅広い層か
ら多くの回答を得られる

• 少人数の対話のため、意見の背景や
理由まで深掘りできる

委員会での活用 両取組で把握した意見を、スタジアム構想等の検討に活用する。

検討委員会での活用イメージ

葛飾区スタジアム構想事業検討委員会

アンケート
地域住民の
対話の場

別紙４



葛飾区スタジアム構想事業検討委員会

P A R T  0 2  ｜ アンケート

アンケートの概要

目的

回答率向上に向けた工夫

• 設問数を絞り、回答時間を概ね５分以内とする。

• 自由記載を中心とし、スタジアムに対する意見や考え方、その背

景を幅広く把握できる設問構成とする。

• スマートフォンでの回答を前提とした設計とする。

備考

• 葛飾区スタジアム構想事業の概要を添付する。
• 他スタジアムの事例を紹介する。

⇒スタジアム構想に関する理解を深めたうえで回答できるようにする。

実施概要

実施期間

令和８年９月１日 〜 令和８年９月30日

対象
スタジアム構想に関心のある方（居住地を問わず）

実施方法
WEB（LoGoフォーム）

周知方法
広報かつしか／区公式HP／区各種SNS／区有施設掲示／区内小中学校の保護者

連絡用アプリへの配信／新小岩地域自治町会 などを想定

回答者属性の偏りへの配慮

• 本アンケートは、無作為抽出による調査ではなく、スタジアム構

想に対する意見把握を目的として実施する。

• 年代・居住地・施設利用状況等を問わず、広く回答を募集する。

• スタジアム構想に関する意見や要望などについて、幅広く把握する。

⇒アンケート結果は、検討委員会において活用する。
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P A R T  0 2  ｜ アンケート

アンケートの設問設定にあたって

設問設定の考え方（仮説の設定）

スタジアムに対する意見は多様な観点に及ぶと想定されることから、

あらかじめ次の論点を整理した。

• スポーツ観戦に加え、防災、健康づくり、子どものスポーツ環境、

地域交流など、日常生活に関わる機能も重視されるのではないか

• 施設がもたらす価値だけでなく、交通、騒音、ごみ、環境負荷、治

安など、周辺環境への影響も重視されるのではないか

• 居住地や東新小岩運動場の利用状況、新小岩地域との関わり方に

よって、求められる機能や懸念事項が異なるのではないか

⇒これらを今後の検討の論点とする。

設問構成の工夫

• 自由記載を中心とし、スタジアムに対する意見や考え方、その背

景を幅広く把握する。

• 回答者属性や地域との関わりなどを把握する設問を設けることで、

意見の傾向を分析できるようにする。

質問項目（案）

■ 回答者属性
年代／性別／職業／居住地〔区内（新小岩地域）・区内（新小岩地域以外）・
区外〕／東新小岩運動場及び周辺施設の利用状況（定期的に利用・利用したこ
とがある・利用したことはない）

■ 新小岩地域との関わりの有無
日常的に関わりがある／ときどき関わりがある／あまり関わりはない／わから
ない／回答しない

■ 新小岩地域との具体的な関わり方〔複数選択可〕
働いている／学んでいる／買い物・飲食で利用／公園・公共施設を利用／イベ
ントに参加／通勤・通学等で通過／家族・知人が居住／該当なし／その他

■ スタジアム構想の認知度
よく知っている／少し知っている／名前は聞いたことがある／ほとんど知らな
い

■ スタジアム構想に関するご意見やご要望など（自由記載）

■ 上記のように考える理由や背景について（自由記載）

３
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P A R T  0 3 ｜ 地域住民の対話の場

「地域住民の対話の場」の概要

目的

内容

• 参加者をグループ分けし、ファシリテーターの進行のもとで意見

交換を行う。

• ファシリテーターは委託事業者が手配し、サブファシリテーター

として大学生の派遣を依頼する。

48名／回

各回の参加人数（想定）

８グループ

６名／１グループ
（推薦２名 + 公募４名）

実施概要

開催日（計２回実施）
・令和８年10月に２回開催予定

参加者（１回当たり）

・推薦枠16名
（新小岩地域の地域団体８名・大学生８名）
・公募枠32名

（小学生８名・一般24名）

募集方法
・推薦枠は各団体へ依頼
・公募枠はWEB（LoGoフォーム）により募集

• スタジアム構想に関する意見交換を通じて、地域住民が重視する視点

や地域として求めることを把握する。

• 参加者の意見や、その背景にある考え方や理由を深掘りする。

⇒実施結果は、検討委員会において活用する。
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P A R T  0 4 ｜ スケジュール相関図

スケジュールについて

アンケート・地域住民の対話の場と検討委員会（第２回〜第６回）の関わり

葛飾区スタジアム構想事業検討委員会 開催回

取組 ＼ 時期
８月
第２回

９月
第３回

10月
第４回

11月
第５回

12月
※委員会開催なし

１月
第６回

アンケート
• 概要の提示・

内容の承認
• 実施

• 回答の集計・
分析

• 分析結果報告
• HPに資料公

開
• 分析結果を検

討に活用

地域住民の
対話の場

• 概要の提示・
内容の承認

• 実施 • 実施結果報告
• HPに資料公

開
• 実施結果を検

討に活用

■ アンケート ■ 地域住民の対話の場 ※ 各取組の概要提示・報告を通じて得られた内容を検討委員会の参考資料として活用

５
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